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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
へ
の
臨
時
議
会
開
催

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
後
の
市
内
経
済
の

復
興
を
促
進
す
る
た
め
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
の
商
品
券
を

発
行
す
る
補
正
予
算
案
を
審

査
し
ま
し
た
。
当
初
案
と
し

て
は
、
小
型
店
の
み
で
利
用

で
き
る
6
5
0
円
券
×
12
枚

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
状
況
及
び
第
二
波

到
来
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、

災
害
時
避
難
所
内
で
の
ク
ラ

ス
タ
ー
感
染
等
防
止
の
た
め
、

避
難
者
同
士
の
間
隔
を
確
保

し
飛
沫
感
染
を
防
止
す
る
た

め
の
テ
ン
ト
、
検
温
を
行
う

た
め
の
体
温
計
及
び
暑
さ
対

策
の
た
め
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
を
整
備
す
る
議
案
を
審

査
し
ま
し
た
。

主

な

質

疑

問
テ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
に
使

用
す
る
予
定
な
の
か
。

答
体
育
ホ
ー
ル
な
ど
の
大
き

な
部
屋
に
一
定
の
間
隔
を
空

け
て
設
営
し
、
避
難
者
に

入
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え

て
い
る
。
家
族
単
位
を
想
定

感
染
症
対
策
の
た
め
避
難
所
に

テ
ン
ト
や
体
温
計
等
を
整
備

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

し
て
い
る
が
、
テ
ン
ト
の
中

が
過
密
に
な
ら
な
い
よ
う
、

で
き
る
限
り
調
整
し
て
い
き

た
い
。

問
発
熱
や
咳
な
ど
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
可

能
性
の
あ
る
避
難
者
へ
の
対

応
は
。

答
和
室
な
ど
の
別
室
に
隔
離

す
る
な
ど
、
厚
生
労
働
省
の

見
解
や
、
保
健
所
等
と
意
見

交
換
し
、
対
応
策
を
決
定
し

た
い
。

問
テ
ン
ト
を
更
衣
室
や
授
乳

室
、
診
察
室
等
他
の
用
途
へ

活
用
す
る
考
え
は
。

答
完
全
な
個
室
に
な
る
屋
根

付
き
仕
様
の
も
の
を
選
択
し

た
の
で
、
他
の
用
途
に
も
使

用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
）、
大

型
店
で
も
利
用
で
き
る
５
５

０
円
券
×
８
枚（
同
率
10
％
）

の
セ
ッ
ト
を
１
万
円
で
販
売

す
る
も
の
で
し
た
。

主

な

質

疑

問
6
5
0
円
や
5
5
0
円
と

い
う
単
位
は
、
買
い
物
を
す

る
市
民
や
、
換
金
を
す
る
事

業
者
に
と
っ
て
、
使
い
づ
ら

い
。
全
部
5
0
0
円
券
に
す

る
制
度
設
計
も
あ
り
え
た
と

思
う
が
い
か
が
か
。

答
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
わ
か
り

や
す
く
掲
載
す
る
形
で
考
え

て
い
た
が
、
今
後
最
終
案
を

固
め
て
い
き
た
い
。

問
今
回
の
事
業
の
目
的
で
あ

る
市
内
の
小
規
模
店
舗
で
の

利
用
を
促
進
す
る
と
い
う
意

味
で
も
、
意
図
が
わ
か
り
や

す
い
名
前
に
す
る
こ
と
も
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
例
え
ば
店
舗
応
援
券
の
よ

う
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
委
員
会
で
の
質
疑
を
受
け

て
、
そ
の
後
、
内
容
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。名
称
は『
よ

こ
す
か「
地
元
の
お
店
」応
援

券
』と
な
り
、
小
型
店
の
み
で

利
用
で
き
る
5
0
0
円
券
×

16
枚（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
33
％
）、

大
型
店
で
も
利
用
で
き
る

5
0
0
円
券
×
９
枚（
同
率

12・５
％
）の
セ
ッ
ト
と
な
り

ま
し
た
。

４
月
及
び
６
月
臨
時
議
会

　
令
和
２
年
４
月
30
日
及
び
６
月
１
日
に

臨
時
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
度
の
臨

時
議
会
で
は
約
4
7
4
億
円
の
増
額
補
正

を
審
議
の
上
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
４
月
臨
時
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
基
金
を
創
設
す
る

た
め
の
条
例
改
正
や
感
染
症
の
拡
大
防
止

及
び
市
民
生
活
・
経
済
等
へ
の
影
響
に
対

す
る
支
援
策
を
実
施
す
る
経
費
の
増
額
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
臨
時
議
会
で
は
感
染
拡
大

防
止
対
策
の
支
援
や
雇
用
維
持
と
事
業
継

続
の
支
援
、
地
域
活
動
の
回
復
支
援
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
早
期
実
現
に
対

す
る
環
境
整
備
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
招
集
議
会

　
５
月
14
日
に
は
招
集
議
会
が
開
か
れ
、

副
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
内
役
職
の

選
出
、
議
会
運
営
委
員
や
各
常
任
委
員
の

選
任
等
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
定
例
議
会

　
６
月
９
日
か
ら
25
日
ま
で
定
例
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）を
は
じ
め
と
し
た

議
案
25
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
３
件
等
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
執
行
機
関
に
市
民
生
活
の

再
建
に
向
け
た
業
務
に
注
力
し
て
も
ら
う

た
め
、
一
般
質
問
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
本
会
議
及
び
常
任

委
員
会
で
は
関
係
理
事
者
の
み
の
出
席
と

し
、委
員
会
は
部
局
別
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
感
染
症
対
策
な
ど
緊
急
な
対

応
を
要
す
る
地
方
自
治
体
に
対
し
て
の
地

方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

を
含
む
計
３
件
の
意
見
書
を
国
に
提
出
し

ま
し
た
。

購入予定と同型のテント

横須賀PCRセンターを視察しました（横須賀市救急医療センター駐車場）

※数量は予定数

物　品 場　所
テント（820張） コミュニティセンター・

体育会館体温計（44個）

スポットクーラー
（12基）

空調設備のない北・南・
西体育会館に各４基

商品券イメージ

見  本
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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
と

し
て
、
個
人
向
け
生
活
支
援

や
妊
婦
・
事
業
者（
医
療
・

介
護・障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス・

学
校
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
）へ
の
感
染
拡
大
予
防
、

横
須
賀
P
C
R
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
医
療
体
制
の
強
化
、
小

中
学
校
に
お
け
る
新
た
な
生

活
様
式
へ
の
対
応
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
追
加
支
援
を
行

う
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主

な

質

疑

問
各
種
支
援
に
係
る
助
成
を

迅
速
に
行
う
た
め
の
申
請
手

続
き
簡
略
化
等
の
工
夫
は
。

答
児
童
手
当
受
給
者
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
は
、
希
望
し

な
い
場
合
だ
け
申
出
書
を

送
っ
て
い
た
だ
く
形
に
し
た
。

施
設
等
の
感
染
対
策
物
品
等

の
購
入
費
補
助
に
つ
い
て
も
、

な
る
べ
く
簡
潔
に
申
請
で
き

る
書
式
を
用
意
し
、
メ
ー
ル

で
の
や
り
取
り
等
も
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
う
収
入
減
少
世
帯

へ
の
緊
急
小
口
資
金
の
貸
付

は
、
郵
送
で
の
受
付
も
可
能

と
な
っ
た
。

問
ひ
と
り
親
世
帯
等
臨
時
特

別
給
付
金
に
お
け
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
収
入
減
少
に
関

す
る
基
準
は
。

答
市
の
H
P
に
詳
細
を
掲
載

　
投
資
効
果
の
高
い
新
た
な

I
C
T
利
活
用
と
し
て
、
３

つ
の
事
業
案
が
提
出
さ
れ
審

査
し
ま
し
た
。
①
市
立
学
校

が
消
耗
品
等
を
購
入
す
る
際

の
支
払
い
事
務
の
効
率
化
、

R
P
A
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
型

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
代
行
・
自

動
化
）の
導
入
に
よ
る
自
動

「�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症�

緊
急
経
済
対
策
」
に
関
連
し
た
支
援
策
等

県
立
大
学
駅
自
転
車
等
駐
車
場
を

隣
接
地
に
移
転
整
備

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
徹
底
活
用
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

長
井
海
の
手
公
園
機
能
拡
充
事
業
へ
の

Ｐａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

関
へ
の
患
者
移
送
及
び
感
染

リ
ス
ク
へ
の
対
策
は
。

答
民
間
救
急
会
社
で
対
応
が

難
し
い
ケ
ー
ス
で
は
、
本
市

救
急
隊
員
が
感
染
症
対
応
装

備
の
上
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

等
で
迎
え
に
行
く
よ
う
な
仕

組
み
は
相
談
で
き
て
い
る
。

一
方
で
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
も
十
分
配
慮
す
る
よ

う
工
夫
を
し
て
い
く
。

問
ひ
と
り
親
や
家
庭
で
介
護

を
し
て
い
る
方
が
P
C
R
検

査
で
陽
性
、
入
院
と
な
っ
た

場
合
に
、残
さ
れ
た
子
ど
も・

要
介
護
者
へ
の
対
応
は
。

答
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
う
わ
ま
ち
病
院
に
て
一
時

保
護
し
て
も
ら
う
体
制
を

と
っ
て
お
り
、
２
週
間
の
経

過
観
察
後
本
市
の
一
時
保
護

所
に
移
動
す
る
。
要
介
護
者

に
つ
い
て
は
、４
月
末
現
在
、

す
る
が
、
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
へ
の
基
本
給
付
分
は
申

請
不
要
。
収
入
減
少
世
帯
へ

の
追
加
給
付
分
に
つ
い
て
は

該
当
者
に
案
内
を
送
付
す

る
。
申
請
受
付
か
ら
2
週
間

程
度
で
支
給
予
定
。
収
入
減

少
に
関
す
る
基
準
は
設
け
ず
、

自
己
申
告
と
な
る
。

問
住
居
を
失
う
恐
れ
が
あ
る

方
に
家
賃
相
当
額
を
支
給
す

る
住
居
確
保
給
付
金
に
お
い

て
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
点
は
。

答
従
来
は
離
職
者
の
み
対
象

だ
っ
た
が
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
の

収
入
減
少
、
あ
る
い
は
休
業

に
追
い
込
ま
れ
て
収
入
が
途

絶
え
て
し
ま
っ
た
方
も
対
象

と
な
る
。

問
谷
戸
等
に
お
け
る
医
療
機

　

長
井
海
の
手
公
園（
ソ
レ

イ
ユ
の
丘
）の
管
理
運
営
方

法
と
し
て
新
た
に
Ｐ
ａ
ｒ

ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ（
公
募
設
置
管
理

制
度
）を
導
入
し
、
既
存
公

園
と
そ
の
隣
接
地
を
活
用
し

て
一
体
的
に
整
備
す
る
議
案

を
審
査
し
ま
し
た
。
Ｐ
ａ
ｒ

ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
公
園
利
用

者
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る

公
園
施
設
（
飲
食
店
・
売
店

等
の
収
益
施
設
）を
設
置
し
、

生
ま
れ
る
利
益
を
活
用
し
て

園
路
、
広
場
等
の
施
設
内
整

備
・
改
修
等
を
一
体
的
に
行

う
事
業
者
を
、
公
募
で
選
定

す
る
仕
組
み
で
す
。
収
益
を

上
げ
る
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
よ
り
良
い

公
園
づ
く
り
を
目
指
す
も
の

で
す
。
今
回
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ

訪
問
介
護
・
看
護
で
カ
バ
ー

し
て
も
ら
う
よ
う
事
業
者
と

調
整
中（
注
：
６
月
末
現
在
、

訪
問
事
業
者
と
調
整
済
み
。

在
宅
が
難
し
い
場
合
は
市
民

病
院
で
受
け
入
れ
、
２
週
間

経
過
後
は
老
人
福
祉
施
設
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
へ
の
切
り

替
え
を
調
整
）。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
午

前
中
か
ら
特
別
開
所
す
る
こ

と
に
よ
り
、
支
援
員
の
給
与

収
入
が
扶
養
の
範
囲
内
に
収

ま
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
受
け
入
れ
体
制
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
国
へ
の
対
応

申
し
入
れ
が
必
要
で
は
。

答
特
例
措
置
を
国
に
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が

現
場
の
思
い
。
年
末
ま
で
に

は
何
ら
か
の
措
置
が
あ
る
よ

う
、
様
々
な
機
関
を
通
じ
て

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
県
立
大
学
駅
自
転
車
等
駐

車
場
は
、
地
権
者
と
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
、
平
成
16 

年
５
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
ビ
ル
が
建
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

同
地
権
者
が
所
有
す
る
隣
接

地
に
移
転
整
備
す
る
議
案
を

審
査
し
ま
し
た
。
令
和
２
年

７
月
に
工
事
開
始
、
同
年
９

月
に
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

主

な

質

疑

問
工
期
が
短
い
が
ど
の
よ
う

な
工
事
か
。

答
舗
装
工
事
を
主
と
し
、
照

明
設
備
、
フ
ェ
ン
ス
、
駐
輪

ラ
ッ
ク
の
設
置
を
行
う
。
か

な
り
短
期
間
だ
が
、
地
権
者

　
経
年
劣
化
に
よ
り
消
防
活

動
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が

あ
る
車
両
の
う
ち
、
救
助
工

作
車（
1
台
）、
消
防
ポ
ン
プ

車（
2
台
）、
高
規
格
救
急
車

（
3
台
）を
車
両
更
新
計
画
に

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
更
新
す

る
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

他
に
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
、
発
電

機
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
等
の
搭
載

資
器
材
も
更
新
さ
れ
ま
す
。

主

な

質

疑

問
電
気
を
使
用
す
る
資
器
材

の
電
源
と
し
て
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
や
電
気
自
動
車
等
の
検

討
は
。

答
各
メ
ー
カ
ー
は
、
特
殊
車

両
に
つ
い
て
研
究
開
発
を
行
っ

て
い
る
。
各
社
の
動
向
を
注

視
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
工
作
車
な
ど
に
搭
載
さ
れ

て
い
る
装
備
品
を
流
用
す
る

考
え
は
。

答
装
備
品
の
耐
用
年
数
は
約

10
年
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

修
理
を
し
な
が
ら
15
年
使
用

し
て
お
り
、
安
全
性
の
面
か

ら
流
用
は
考
え
て
い
な
い
。

問
更
新
す
る
工
作
車
や
ポ
ン

プ
車
、
救
急
車
を
発
展
途
上

国
等
に
提
供
す
る
考
え
は
。

答
ポ
ン
プ
車
と
救
急
車
は
、

化
②
住
民
票
な
ど
の
発
行
手

数
料
収
納
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
③
福
祉
部
生

活
福
祉
課
の
医
療
券
発
行
窓

口
申
請
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の
推
進
と
な
り
ま
す
。

主

な

質

疑

問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

取
り
扱
う
電
子
マ
ネ
ー
は
。

答
楽
天
E
d
y
と
交
通
系
電

子
マ
ネ
ー
（
S
u
i
c
a
、

P
A
S
M
O
等
）
を
予
定
し

て
い
る
。

問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

推
進
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課

と
役
所
屋
中
央
店
以
外
で
も

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
ま
ず
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
て
か
ら
検
討
し
た
い
。

問
こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
に

よ
る
金
額
ベ
ー
ス
で
の
削
減

効
果
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
学
校
の
支
払
い
事
務
の
効

率
化
は
約
2
2
8
万
円
の
削

減
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
２
年
で
導
入
の
採
算
が
と

れ
る
こ
と
と
な
る
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
は
先

行
投
資
な
の
で
、効
果
額
は

出
し
て
い
な
い
が
、利
用
者
目

線
の
サ
ー
ビ
ス
導
入
で
あ
る
。

窓
口
申
請
で
は
、
市
の
事
務

処
理
時
間
が
年
間
約
6
0
0

時
間
削
減
で
き
る
の
で
、
約

１
３
６
万
８
千
円
の
削
減
効

果
。
約
２
年
で
導
入
の
採
算

が
と
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｆ
Ｉ
・
指
定
管
理
者
制
度
・

公
園
施
設
の
管
理
許
可
制
度

を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
管

理
運
営
形
態
の
も
と
令
和
５

年
４
月
の
新
装
開
園
を
予
定

し
、
地
域
の
拠
点
・
観
光
交

流
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
拡

充
さ
れ
ま
す
。

主

な

質

疑

問
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
事
業

期
間
20
年
間
に
起
こ
り
う
る

社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
処

は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

答
事
業
者
は
20
年
間
を
見
越

し
て
事
業
性
・
採
算
性
を
考

慮
し
提
案
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、 

20
年
間
と
い
う
長
期
で
あ
る

た
め
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
市

と
し
て
も
様
々
な
提
案
・
相

談
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

事
業
者
に
と
っ
て
も
、
収
益

施
設
に
関
し
て
は
独
立
採
算

で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
見
直
し
は
随
時
必
要
で
あ

ろ
う
し
、
制
度
上
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

問
20
年
間
の
う
ち
、
最
初
の

１
年
間
は
整
備
工
事
の
期
間

だ
が
、
公
園
利
用
者
や
現
指

定
管
理
者
へ
の
影
響
は
。

答
主
な
工
事
は
隣
接
地
や
崖

地
部
分
を
想
定
し
て
い
る
が
、 

既
存
公
園
へ
の
影
響
も
あ
る
。 

場
合
に
よ
っ
て
は
冬
期
の
来

園
者
の
少
な
い
時
期
に
全
面

閉
園
し
、
工
事
を
す
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
利
用

者
へ
の
十
分
な
周
知
と
、
現

指
定
管
理
者
と
の
調
整
・
協

力
は
確
実
に
行
う
。

の
意
向

で
ビ
ル

を
建
設

す
る
期

日
が
決

ま
っ
て

お
り
、
２
か
月
で
行
う
必
要

が
あ
る
。

問
移
転
す
る
こ
と
で
敷
地
が

狭
く
な
る
が
、
駐
車
可
能
台

数
は
。

答
現
在
の
駐
車
可
能
台
数
は

２
４
４
台
で
、
利
用
数
は
１

０
０
台
程
度
。
定
期
利
用
者

は
今
後
も
利
用
さ
れ
る
と
思

う
の
で
、
移
転
先
に
お
い
て

も
現
在
の
定
期
利
用
者
数
で

あ
る
自
転
車
47
台
・
バ
イ
ク

26
台
は
確
実
に
確
保
す
る
。

経
年
劣
化
し
た
救
助
工
作
車
、
消
防
ポ
ン
プ
車
、

高
規
格
救
急
車
を
更
新

非
常
用
や
車
検
時
の
代
車
と

し
て
備
え
て
お
く
。
ま
た
、

一
部
の
救
急
車
と
工
作
車
に

つ
い
て
は
、
日
本
外
交
協
会

か
ら
譲
渡
依
頼
が
あ
り
、
現

在
調
整
し
て
い
る
。
一
方
、

ポ
ン
プ
車
に
つ
い
て
は
、
消

防
庁
の
補
助
金
を
使
用
し
て

い
る
た
め
、
譲
渡
は
困
難
で

あ
る
。

救
助
工
作
車（
レ
ス
キ
ュ
ー
車
）



おりますが、生涯にわたる健康保持には今回の条例にあります歯や口腔の
ケアを欠かすことができません。80歳になっても自分の歯を20本以上保
つための取り組みである「8020運動」を推進するとともに、乳幼児期、
学齢期、妊娠期、成人期、高齢期などのそれぞれの「ライフステージ」の
特性に応じた歯及び口腔の健康づ
くりを推進することをあわせて、
条文に反映させました。
　条例施行にあたり市民の皆様に
広く周知が進むよう取り組んでま
いります。

　新型コロナウイルス感染症に係る市の対策や市議会の対応について協議
を集中的に行うため、新型コロナウイルス感染症対策検討協議会（以下、
協議会）を設置しました。私たち議員はこのコロナ禍において、不安や疑
問など、市民の皆様から様々な声を伺ってきました。この協議会では、市
民の皆様からのご意見などをもとに、各会派や無会派議員から市に対して
要望したい事項を募り、それらを協議会の中で協議し、市の執行機関へ確
認や要望を行ってきました。これまでに累計90項目以上にわたり、要望・
確認事項をあげています。市議会ホームページにこれまでの市議会からの
要望・確認事項は掲載されています（下記QRコード①参照）。また、この
協議会はインターネット中継も行っていますので、そちらもご覧いただけ
れば幸いです（下記QRコード②参照）。これまで協議されてきた内容は、
非常に多岐にわたるためここですべては紹介できませんが、一部を紹介い
たします。
　①相談窓口をわかりやすく周知すること②生活福祉資金貸付の入金を迅
速化すること③苦学生など仕事を失った方への緊急雇用対策を検討するこ
と④保育園及び学童保育の登園抑制の現状の確認⑤高齢者の孤立や孤独感
を解消する取り組みの確認⑥学校におけるオンライン授業のスケジュール
を示すことなどを、要望・確認事項としてあげてきました。
　これに対し、①ホームページや新たにLINEも活用し、わかりやすく情
報提供する②市からの補助金増額により受付体制は強化されたが、入金ま
での日数については課題が残るため引き続き改善を県社会福祉協議会に求
めていく③夏季ごみ収集業務や国勢調査員の募集をしている。さらに従事
できる業務があるか検討する④平均利用率は３５％程度に抑えられた⑤地
域包括支援センターや民生委員のお力をお借りして、電話や玄関先までの
訪問を行うなど工夫している⑥教育委員会ホームページに「家庭学習応援
コーナー」を掲載している。今後国の補助制度を活用し、GIGAスクール
構想の加速化を行っていく、との回答がありました。
　緊急事態宣言は解除されましたが、今後は、これまでの対応における課
題・問題点を分析し、より効果的な対策を講じておくことで第２波に備え
て万全な体制を整えるため、検証を行う必要があります。そこで協議会で
は検証を行うべき事項を選定し、市へ検証状況を確認しています。
　新型コロナウイルス感染症の収束はまだ見通せない状況です。感染拡大
を防ぎ、市民の皆様が安心して日々の生
活を送れるよう、引き続き議会一丸となっ
て、新型コロナウイルス感染症対策に取
り組んでまいります。

招集議会では、議会内役職者の選出と議会運営委員会及び
常任委員会の委員の選任を行いました。

新型コロナウイルス感染症対策に
市民の声を反映

　「横須賀市歯及び口腔の健康づくり推進条例」が可決され、令和2年10
月1日から施行されます。課題選定から条例案策定まで議会全体で取り組
んだ条例としては2例目となります。
　虫歯及び歯周病に代表される歯科疾患は、その発病、進行により欠損や
障害が生じ、その結果として歯の喪失につながるため、食生活や社会生活
等に支障をきたすとともに、歯周病が全身の健康に影響を与えるものとさ
れています。本条例は、市民自らがその意義を自覚し、取り組むことによっ
て、生き生きと元気に過ごせるようにすることを目的と定め、市民の自主
的な取り組みを促進することを基本理念としております。
　本市においては、高齢化率が全国平均を上回るなど、高齢化が進展して

その他の議会内役職者
●監査委員　西郷宗範（留任）　嘉山淳平（留任）
●神奈川県内広域水道企業団議会議員　　土田弘之宣
●神奈川県後期高齢者医療広域連合議会議員　小幡沙央里

議会運営委員会
●委員長　　土田弘之宣　
●副委員長　�西郷宗範
　�大貫次郎、田中洋次郎、田辺昭人、�
竹岡　力、加藤ゆうすけ、�
小幡沙央里、長谷川昇、石山　満

予算決算常任委員会
●委員長　　渡辺光一　
●副委員長　�土田弘之宣
このほか、議長を除くすべての�
議員が委員となります。

総務常任委員会
●委員長　　土田弘之宣　
●副委員長　�小幡沙央里
　�西郷宗範、大野忠之、加藤眞道、�
堀りょういち、角井　基、�
石山　満、井坂　直、小林伸行

教育福祉常任委員会
●委員長　　髙橋英昭　
●副委員長　�大貫次郎
　�南まさみ、青木哲正、竹岡　力、�
永井真人、川本　伸、本石篤志、�
ねぎしかずこ、小室卓重

生活環境常任委員会
●委員長　　田中洋次郎　
●副委員長　�関沢敏行
　�渡辺光一、青木秀介、葉山なおし、�
工藤昭四郎、伊関功滋、藤野英明、�
はまのまさひろ

都市整備常任委員会
●委員長　　山本けんじゅ　
●副委員長　�加藤ゆうすけ
　�松岡和行、田辺昭人、長谷川昇、�
嘉山淳平、二見英一、大村洋子、�
木下義裕、杉田　惺

　今回のコロナという未曽有の危機は、私た
ちの生活や地域経済を直撃しています。市民
の命と暮らしを守るため、横須賀市議会では
「新型コロナウイルス感染症対策検討協議会」
をいち早く設置し、様々な提案をするととも
に、今後想定される第2・３波に備え、すで
にその検証作業に着手しました。「ピンチは
チャンス」。社会を変える絶好の機会と捉え、
今後も議会一丸となってこの難局を乗り越え
るため、全力投球してまいります！

議長
（留任）板 橋 　 衛

議長あいさつ

令和２年招集議会

　新型コロナウイルス感染症がいまだ多くの
市民や市内経済に多大な影響を及ぼしていま
す。今こそ議会も一丸となってこの危機を乗
り越え、経済活動の速やかな再開や、新たな
生活様式の推進など、課題解決につなげて参
りたいと存じます。
　図らずもこうした時期に重責を仰せつかる
こととなりましたが、副議長として議長を補
佐し、円滑な議会運営に努め、その職責を果
たしてまいります。

副議長あいさつ

歯の健康に関する条例を制定

副議長
渡 辺 　 光 一

QR-① QR-②

新型コロナウイルス感染症対策検討協議会の模様

令和2年（2020年）8月14日第37号（3）



よこすか市議会だより令和2年（2020年）8月14日 第37号（4）

「よこすか市議会だより」は99,000部製作し、1部当たりの印刷経費は5.6円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。

件　　名 結　果
請
　
願

教職員定数改善の推進及び教育予算の拡充を求める意
見書の提出について

採択
（意見書案提出）

陳
　
情

別居・離婚後の面会交流という表現を親子交流へ変更
することを求める意見書の提出について 審査終了

学校教育における新型コロナウイルス感染症対策の充実
に向けた財政支援の拡充を求める意見書の提出について

趣旨了承
（意見書案提出）

第一線医療の医療崩壊を防ぐため医療機関への支援策
を充実し迅速に対応することについて 審査終了

請願・陳情

　横須賀市議会では市民の皆さんに市議会の取り組みをより身近に感
じてもらい、また市議会の情報を迅速にお届けするために、インター
ネット環境の中での広がりの早いSNSといわれる伝達方法のひとつと
して、このたびツイッターを利用した「横須賀市議会公式ツイッター」
を6月２日に開設いたしました。
　これにより委員会等の開催日程、市
議会インターネット中継へのアクセス
も容易になりましたので、ツイッター
をされている方はぜひフォローをお願
いいたします。
　今後は各委員会報告や審議結果など、
横須賀市議会の様々な活動を皆さんに
発信していきたいと思います。

編集：広報広聴会議（◎＝委員長、○＝副委員長）
後列左から　��大貫次郎／青木秀介／加藤眞道／髙橋英昭／山本けんじゅ／�

堀りょういち／川本伸／小林伸行／井坂直
前列左から　◎嘉山淳平／○石山満

編集後記

件　　名 結　果
教職員定数改善の推進及び教育予算の拡充を求める意見書の
提出について

可決
（全会一致）

学校教育における新型コロナウイルス感染症対策の充実に向
けた財政支援の拡充を求める意見書の提出について

可決
（全会一致）

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 可決
（全会一致）

意見書

○＝賛成、×＝反対、－=棄権

４月及び６月臨時議会・令和２年招集議会・６月定例議会　審議結果

賛否が分かれた議案

会　　派 無会派
自
由
民
主
党

よ
こ
す
か

未
来
会
議

公
明
党

日
本
共
産
党

木
下
義
裕

小
林
伸
行
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議会議員の議員報酬等に関する条例中改正について ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

令和２年度横須賀市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ×

訴えの提起について ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ×

令和２年度横須賀市一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

都市公園条例中改正について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

建築基準条例中改正について 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 ×

教育委員会教育長選任について 〇 〇 〇 〇 〇 － × 〇 〇 ×

会派所属議員名��令和2年６月2５日現在�
自 由 民 主 党　�大野忠之　西郷宗範　青木哲正　青木秀介　田辺昭人　�

松岡和行　加藤眞道　渡辺光一　南まさみ　山本けんじゅ�
田中洋次郎　大貫次郎

よこすか未来会議　�伊関功滋　永井真人　小幡沙央里　加藤ゆうすけ　嘉山淳平　
工藤昭四郎　髙橋英昭　竹岡　力　角井　基　長谷川昇　�
葉山なおし　堀りょういち

公 明 党　�板橋�衛（議長）　土田弘之宣　石山�満　関沢敏行　�
本石篤志　二見英一　川本�伸

日 本 共 産 党　大村洋子　ねぎしかずこ　井坂�直

令和２年９月定例議会の予定
開催日 会議名

８月28日（金） 議会運営委員会

８月３1日（月） 本会議、予算決算常任委員会（本会議終了後）

９月３日（木） 教育福祉常任委員会（予算決算分科会）
都市整備常任委員会（予算決算分科会）

９月７日（月） 総務常任委員会（予算決算分科会）
生活環境常任委員会（予算決算分科会）

９月９日（水） 基本構想・基本計画策定特別委員会

９月11日（金） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）

９月1５日（火） 議会運営委員会

９月1６日（水） 本会議、予算決算常任委員会（本会議終了後）

９月2３日（水） 予算決算分科会（教育福祉、都市整備）

９月24日（木） 予算決算分科会（総務、生活環境）

９月2５日（金） 予算決算分科会（教育福祉、都市整備）

９月28日（月） 予算決算分科会（総務、生活環境）

10月２日（金） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）

10月6日（火） 議会運営委員会、本会議（14時）
＊��９月１日（火）・４日(金)・８日(火)・10日（木）・14日（月）・17日（木）・�
29日（火）・３0日（水）・10月５日（月）は予備日です。
＊�インターネットで中継もご覧になれます。（本会議は手話通訳も同時に行っています。）
＊時間の記載がないものは10時開会。開会日時は変更される場合があります。
＊傍聴のご案内など最新の状況は市議会 HPか議事課でご確認ください。

［ 横須賀市議会公式ツイッター始めました ］

＊その他議案29件については、全会一致で可決または同意しました。詳細は市議会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください。
＊議長は、議事を取り仕切る立場から、採決には加わりません。

「審査終了」とは、委員の意見が一致しないなど委員会としての結論が出せずに審査を終えた
場合を言います。

　今号より新たな広報広聴会議メン
バーで市議会だよりをお送りしてい
ます。
　市議会の現状をわかりやすく伝
え、多くのみなさんに関心を持って
もらえるよう、編集員全員で創意工
夫を重ね頑張ってまいります。引き
続きのご愛読をよろしくお願いいた
します。

横須賀市議会
公式ツイッターは
こちらから！
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